
辰野町農業委員会総会議事録 

 

１． 開催日時 令和 6 年 2 月 7 日（水）午前９時 30 分から午前 11 時 44 分 

 

２．開催場所 役場２階 第７・８会議室 

 

３．出席委員（12 人） 

    会長         １番 宮島 勇 

    会長職務代理者  ２番 野澤 典生 

    農業委員      ３番 青木 博子 

５番 小野 耕一 

                ６番 上島 栄子 

                ７番 赤羽 秀介 

推進委員          春日 昭利 

 立澤 富朗 

                    根橋 俊夫 

                    大井田 亨 

                    有賀 則幸 

                    瀬戸 真一 

 

４．欠席委員         ４番 飯澤 誠 

小松 英幸 

 

５．議事日程 

議案第１号  農地法の規定に基づく許可について 



              ＜農業委員会ネットワークへの諮問案件確認＞ 

 

議案第２号  農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について 

 

議案第３号  農地利用集積計画（農地中間管理事業）について 

 

議案第４号  農地利用配分計画（案）について 

 

報告事項   （1）農地法第 18 条第６項の規定による届出 

         

６．その他 

 

７．農業委員会事務局職員 

事務局長     役場産業振興課長 岡田 圭助 

事務局次長   役場産業振興課補佐兼農政係長 山田 隆 

役場産業振興課農政係 中澤 貴子  

 

８．会議の概要 

＜岡田事務局長＞ 

皆さんおはようございます. 

お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。 

また先日 SBC ニュースワイドで地域計画、長野市と中川村 2 日にわたって放送され

急遽メールでお知らせさせていただきました。録画等してありますので再度確認したい

方は申し出て頂きたいと思います。 

（開会） 

＜野澤会長職務代理＞ 

おはようございます。大雪で私もハウス等確認したんですけど被害は私の見る範囲で



はなくてちょっと一安心したところであります。私もアスパラの作業が始まりいよいよ農

作業が始まります。 

今日ちょっと確認事項、地域計画もいろいろ出てまいります。 

皆さんしっかり確認していただいて、慎重審議よろしくお願いします。 

 

（会長あいさつ） 

＜宮島会長＞ 

どうもおはようございます。５日６日と大雪になって高速道路とかも通行止めになって大

変でした。今回の雪も重い雪で、伊那の方でハウスが倒壊したっていうニュースも出て

いました。 

いよいよ地域計画も動き出すということで、回覧も流れました。 

26 日から第 1 回目懇談会が始まりますけれど、その前に２月の 16 日のファーマーズ

というのがあります。 

そこでもう一度県の小林さんという方が講演します。わかりやすい内容ですので、でき

るだけそれを参考にしていってもらいたいと思いますので、できるだけ多くの人が参加

していただくようにしていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（議事録署名委員の指名） 

＜宮島会長＞ 

５番の小野委員さんと６番の上島委員さん、よろしくお願いします。 

 

（議事） 

＜宮島会長＞ 

 それでは、議案第１号農地法の規定に基づく許可についてよろしくお願いします。 

【議案第１号、３条の規定による許可申請について 1 番朗読】 

＜山田事務局次長＞ 

1 番、所有権の移転でございます。地図は 1 ページをご覧ください。 

大字辰野・・・・番地・にお住まいの○○○○さんが所有いたします、 



大字辰野字堂村・・・・番・、地目は畑、面積 378 ㎡と、 

大字辰野字堂村・・・・番・、地目は畑、面積 668 ㎡を 

大字辰野・・・・番地・にお住まいの○○○○さんが取得するものです。 

譲渡人と譲受人は親子であり、生前贈与されるということです。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、赤羽委員、根橋推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜赤羽委員＞ 

 

先月の 17 日の日に根橋委員、そして○○さんご本人と立会いを行いました。 

現在畑には玉ねぎ等を植えてありまして、また空き地のところでは梅の木があり、また

将来的にブドウの苗を植えたいという考えであります。 

特に現在も耕作しており、特に問題がないと思います。 

以上です。 

 

＜宮島会長＞ 

この件につきまして、ご意見・質問等がありましたらお願いします。ないようですの

で、承認される方は、挙手をお願いいたします。（全員挙手）ありがとうございました。 

【議案第１号、５条の規定による許可申請について 1 番から 4 番朗読】 

＜山田事務局次長＞ 

1 番、所有権の移転でございます。地図は 2 ページを、配置図は 3 ページをご覧く

ださい。 

大字伊那富・・・・番地にお住まいの○○○○さんが所有いたします、 

大字伊那富字大新田・・・・番・、地目は田、面積 132 ㎡を、 

大字伊那富・・・・番地・にお住まいの○○○○さんが取得し、住宅敷地を拡張し駐

車場を新設するための申請であります。 



この件につきましては、計画変更申請も同時に提出されておりますのであわせてご

審議をお願いいたします。当初計画者の○○さんは、隣接農地と合わせて共同住宅

用地として平成 21 年 8 月に４条の許可を受け権利を取得しましたが、経済状況が変

わったため、計画を断念しておりました。今回は継承者である○○さんが取得し、住宅

敷地の拡張をし、駐車場を新設する計画であります。 

申請地は第 2 種中高層住居専用地域の用途地域内でありますので、農地法第５条

第２項第１号ロの（１）の第３種農地であり、原則許可で問題ないと判断します。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

 

＜大井田推進委員＞ 

本件 12 月過ぎ昨年の 12 月 23 日に○○○○さんと上島委員と 3 名で現地確認して

おります。 

それと、これ合わせて話しさせていただいてよろしいですかね。１番と 3 番になるんで

すけれども、１番は 12 月に確認させていただいています。それから 3 番目の方は 15

日、1 月の 15 日に現地確認をさせていただきました。この１番と 3 番一緒に平成 21

年のときに共同住宅にするっていうことで計画がなされて、農業委員会で OK が出て

るようなことなんですけれど、話が頓挫して未着手という状況だったものですから、今こ

の時点で平成 21 年の計画、共同住宅にするっていう、変更は全部チャラにキャンセ

ルして、新たに各々○○○○さんの１番のところと、3 番の○○○○○○○さんが、建

売住宅に建てて、という計画に変更されて、今回提案されております。ということでです

ね、まず１番の方は○○○○さんは○○○○さんからこの土地を購入して、農機具の

駐車場にすると、いうことで自宅のすぐそばです、隣ですので、現在も土地名は移って

はいないんですが既に○○さんと話をして、農業機器の駐車場にして使っておられる

と。ですから、現状変更なく、そのまんま名義を変更して、いう形になるかと思います。

それから、3 番の○○○○○さんの土地ですけれども、これも、○○○○さんの土地

と、それから○○○○さんの土地で少しわかれて形を良くして、建売住宅にすると、い

うことのお話です。 

現地確認して特に水路、それから境界特に問題はありませんでしたので、よろしいかと

思いますがご審議のほどよろしくお願いします。 

＜宮島会長＞ 



この件につきまして、ご意見・質問等がありましたらお願いします。ないようですの

で、承認される方は、挙手をお願いいたします。（全員挙手）ありがとうございました。 

＜山田事務局次長＞ 

2 番、使用貸借権の設定でございます。地図は 4 ページを、配置図は 5 ページを

ご覧ください。 

大字伊那富・・・・番地・にお住まいの○○○○○さんが所有いたします、 

大字伊那富字山口・・・・番・、地目は畑、面積 457 ㎡を、 

伊那市御園
み そ の

・・番地 ○○○○・・・にお住まいの○○○○○さんが取得し、住宅を

新築するための申請であります。 

借受人の○○○さんは貸付人の○○○さんのお孫さんであり、現在は町外のアパ

ートにお住まいですが、将来を考え、祖母所有の農地に住宅を新築したい計画であり

ます。 

申請地は、山林と河川に囲まれた 10ha 未満の農地で、いずれの農地区分にも該

当しない広がりのない農地であり、農地法第 5 条第 2 項第 2 号の第 2 種農地、消極

的 2 種と指定されますが、祖母所有の農地であり、他候補地を検討した結果、申請地

が最適であり、位置的代替性がなく、許可はやむを得ないと判断いたします。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

 

＜上島委員＞ 

1 月 9 日の日に、○○○○○っていうかところの担当の方と大井田さんと私で現地確

認してきました。 

この場所は隣接する農地には特に影響なく境界もはっきりしてます。 

お孫さんのお家を建てるっていうことなので特に問題はないかと思われます。 

ご審議よろしくお願い 

いたします。 

＜宮島会長＞ 

この件につきまして、ご意見・質問等がありましたらお願いします。ないようですの

で、承認される方は、挙手をお願いいたします。（全員挙手）ありがとうございました。 



＜山田事務局次長＞ 

3 番、所有権の移転でございます。地図は 6 ページを、配置図は 7 ページをご覧く

ださい。 

大字伊那富・・・・番地にお住まいの○○○○さんが所有いたします、 

大字伊那富字大新田・・・・番・、地目は田、面積 1560 ㎡と、 

大字伊那富字大新田・・・・番・、地目は田、面積 342 ㎡、 

および、大字伊那富・・・・番地・にお住まいの○○○○さんが所有いたします、 

大字伊那富字大新田・・・・番・、地目は田、面積 139 ㎡、計 3 筆.2041 ㎡を、 

箕輪町大字中箕輪・・・・・番地に所在する、株式会社○○○○が取得し、宅地分譲

用地とするための申請であります。 

この件につきましては、それぞれ計画変更申請も同時に提出されておりますのであ

わせてご審議をお願いいたします。 

・・・・番・につきましては、当初計画者の○○○○さんが共同住宅用地として平成

21 年 8 月に４条の許可を受け権利を取得しましたが、経済状況が変わったため、計

画を断念しておりました。 

・・・・番・と・・・・番・につきましては、当初計画者の○○○○さんが共同住宅用地と

して平成 21 年 8 月に５条の許可を受け申請地を取得しましたが、経済状況が変わっ

たため、計画を断念しておりました。 

今回は継承者である、宅地建物取引業者の免許を有し、不動産業を営んでおりま

す株式会社○○○○○が取得し、利便性の良い申請地に 4 区画の宅地分譲地を新

設したい計画であります。 

申請地は準工業地域と第 2 種中高層住居専用地域が混在する用途地域内であり

ますので、原則許可で問題ないと判断します。 

この件につきましては上島委員、大井田推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜大井田推進委員＞ 

特にありませんが、○○○○○さんが建売で再度計画して建てる。状況は問題ないと

思います。 

 

＜宮島会長＞ 



この件につきまして、ご意見・質問等がありましたらお願いします。ないようですの

で、承認される方は、挙手をお願いいたします。（全員挙手）ありがとうございました。 

＜山田事務局次長＞ 

4 番、所有権の移転でございます。地図は 8 ページを、配置図は 9 ページをご覧く

ださい。 

箕輪町大字中箕輪・・・・番地・にお住まいの○○○○○さんが所有いたします、 

大字伊那富字若宮・・・・番・、地目は田、面積 508 ㎡と、 

大字伊那富・・・・番地にお住まいの○○○○さんが所有いたします、 

大字伊那富字若宮・・・・番・、地目は田、面積 713 ㎡、 

大字伊那富字若宮・・・・番・、地目は田、面積 800 ㎡、 

大字伊那富字若宮・・・・番・、地目は田、面積 701 ㎡、計 4 筆、2722 ㎡を、 

中央・・・番地・に所在する、株式会社○○○が取得し、特定建築条件付土地とする

ための申請であります。 

通常、宅地のみの分譲については用途地域内に限定されており、それ以外の地域で

の転用は不可とされておりましたが、平成 31 年 3 月 29 日付け農林水産省「建築条件付

売買予定地に係る農地転用許可の取扱いについて」の通知により、一定の要件のもと転

用許可が認められることになったものです。 

その要件とは、「転用事業者と土地購入者とが売買契約を締結し、転用事業者または

事業者の指定する建築業者と土地購入者とが一定期間内に建築請負契約を締結するこ

と」、「一定期間内に建築請負契約を締結しなかった場合は売買契約が解除される契約と

なっていること」、「販売できなかった土地は転用事業者自らが住宅を建築すること」とい

ったものです。 

今回の申請は、農地の有効活用を考えておられた譲渡人の〇○さん、○○さんの申

出を受け、株式会社○○○が取得し、利便性の良い申請地を 9 棟の建築条件付売買

予定地としたい計画であります。 

株式会社○○○は、宅地建物取引業者の免許を有し、不動産業を営んでおりま

す。 

申請地は JR 羽場駅よりおおむね300ｍ以内の、農地法第５条第２項第1号ロの（1）

の第３種農地であり、建築条件付売買予定地としての要件を満たしている為、許可で問



題ないと判断しますが、今後は住宅の建設工事を含む許可に係る工事が完了するま

での間、進捗状況の報告を受けることとされています。また、上伊那西天竜土地改良

区の意見書も添付されておりました。 

この件につきましては野澤代理、小松推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜野澤代理＞ 

この件についてご報告いたします。 

1 月の 17 日私土地調査士、伊那の○○さんそれから小松推進委員と３人で立ち会っ

ております。 

ちょっと特殊な事例という事で説明に時間を要しましたけれど、先ほども事務局からも

お話あったように、地権者の土地所有者熊谷さんがこの地区の人口を増やしたいとい

うことで、今回の案件になりました。地図の 8 ページ 9 ページを見ていただきますと、

多くの世帯数が新築されるということで、また 9 ページの地図の真ん中にクランクの道

路があります。 

こちらについても、通路 6m。6m の通路を辰野町に寄付する、町道として寄付するとい

うことのようです。 

北側は道路また東川が全音という今仕事をしておりませんが、建物があります。 

西側と南側は農地ですが、これは地権者の〇○さんの農地ということで特に問題はな

いかと思います。境界等については土地調査士さんの方で測量されておりました。真

ん中を西天の支流がずっと流れております。これについては、暗渠によって下の農地

への用水を確保するということも含めて西天竜土地改良区からの意見書をいただいて

おりました。 

そういうことで特に近隣農地への影響はないかと確認されましたのでよろしくご審議の

ほどお願いいたします。 

＜宮島会長＞ 

この件につきまして、ご意見・質問等がありましたらお願いします。 

＜根橋推進委員＞ 

真ん中の道路の件です。 

町道で、認定されるっていうことでいいんでしょうか。 

＜野澤代理＞ 

ゆくゆくは町道へということです。 

＜根橋推進委員＞ 



 

その間っていうのは結局所有権はどういうふうになるんでしょうか。 

＜小野委員＞ 

町道に今認定できるんですよね。 

町道の構造基準に則って袋地になっちゃうんだけど、袋地でも町道にできますよって

いう辰野では何年も前からやっていて、議会にも町道認定がかかってくると思います。 

＜野澤代理＞ 

それは申請するわけですか。 

＜小野委員＞ 

申請もちろんですけど、町道のこういう基準ですよっていうのに則った道じゃないと許

可になりませんけど。違うとこに繋がってなきゃいけないとかそうじゃなく袋地でも許可

になります。所有権は多分寄付かなんかで、町になると思います。 

補佐が言った、国から通達が来た平成 30 年の一定の期間っていうのっていうのは、3

年とか 5 年とか、ないんですか。 

20 年も一定の期間ですけど。 

＜山田事務局次長＞ 

土地を購入する契約を３ヶ月以内という条件がついていまして、本当に３ヶ月でできる

のかというところもあるんですが、それができなかった場合には計画した方がそこに建

てなさいという条件です。 

＜宮島会長＞ 

他に、ご意見・質問等がありましたらお願いします。ないようですので、承認される方

は、挙手をお願いいたします。（全員挙手）ありがとうございました。 

【議案第 2 号、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について】 

＜山田事務局次長＞ 

利用権の設定であります。計 12 件、17 筆、面積は 17,260 ㎡、詳細は議案書の 8

ページの通りであります。経営面積・従事日数など農業経営基盤強化促進法第 18 条

第 3 項の各要件を満たしております。 

 

続きまして、下段に掲載してありますのは、農地売買支援事業による所有権の移転

です。農地売買支援事業とは、公益財団法人長野県農業開発公社が、規模縮小農



家等から農地を買い入れ、一旦保有した後に、経営規模の拡大を進める農業の担い

手に対して農地を売り渡す事業です。 

この事業を活用することにより、売りたい方には所得税の軽減、買いたい方には登

記登録免許税や取得税の控除といったメリットがあります。 

このたび 1 件、議案書の通りでございます。今回は所有者から農業開発公社への

売買の内容でありますが、概ね 3 か月後に今度は農業開発公社から農地を買い受け

る農家へ同様に農業経営基盤強化促進法による所有権移転について審議していた

だくことになります。 

 

＜宮島会長＞ 

この件について、ご意見・質問等がありましたらお願いします。ないようですので、承

認される方は、挙手をお願いいたします。（全員挙手）ありがとうございました。 

 【議案第 3 号、農地利用集積計画（農地中間管理事業）の決定について】 

＜山田事務局次長＞ 

農地中間管理事業に関しまして、計2件、4筆の利用権の設定であります。 

詳細は議案書11ページのとおりでございますが、農地中間管理事業による中間

管理候補農地整理簿に基づき、農地中間管理機構である公益財団法人長野県農

業開発公社と4筆、7,155㎡について5年11ヶ月の使用貸借権を設定するものです。

続きまして・・・（第4号へ） 

 

【議案第4号、農用地利用配分計画（案）に対する意見について】 

＜山田事務局次長＞ 

農用地利用配分計画（案）については、議案第3号で集積を決定した農地につ

いて、農地中間管理機構から受け手へ利用配分を計画するもので、すべての農地

について認定農業者等、農地中間管理機構より位置づけられた担い手へ配分さ

れます。 

詳細は議案書の同じく11ページをご覧ください。 

農事組合法人○○○○○へ4筆、7,155㎡について5年11ヶ月の使用貸借権を設

定するものです。 



所有者もしくは相続人代表者と農地中間管理機構との間、および農地中間管理

機構と○○○○○との間ではそれぞれ事前合意がなされておりますが、農業委

員会は意見を述べることができますので、皆様のご意見を伺いたいと思います。 

 

＜宮島会長＞ 

それでは議案第３号につきまして、ご意見・質問等がありましたらお願いします。な

いようですので、承認される方は、挙手をお願いいたします。（全員挙手）ありがとうご

ざいました。 

＜宮島会長＞ 

それでは議案第４号につきまして、ご意見・質問等がありましたらお願いします。な

いようですので、承認される方は、挙手をお願いいたします。（全員挙手）ありがとうご

ざいました。 

 

【報告事項】 

＜山田事務局次長＞ 

それでは報告事項です。 

（１） 農地法第18条第6項の規定による届出について、合意解約計2件、議案書の12ペ

ージの通りであります。添付書類含め完備しておりましたので、事務局長専決によ

り書類を受理いたしました。 

 

以上です。 

 

その他  

○農業委員会活動記録簿の提出について 

 →総会終了後に前月分の活動記録簿提出を提出していただく。 

 ○農業者年金ニュース№10 配布について 

 →啓発資料配布 

 ○能登半島地震義援金の募集について 

 →基本的には個人だが農業委員会としてまとめて送ることもできる。 

   辰野町農業委員会として送る。 

 ○「第 20 回 明日に輝け！上伊那ファーマーズの集い」について 



 →出欠の確認 

 〇農地相談会について（報告） 

 →１件の相談があった。別紙のとおり。 

 ○地域計画策定について 

 →地区懇談会の資料について確認 

 ○遊休農地発生防止・解消対策（ソルガム栽培活動）について 

→実と粉の無償配布実施。調理実習計画中 

○今後の予定（岡田事務局長） 

次第裏面参照 

 

○次回委員会総会開催日：３月５日（火）９時 30 分 役場第６会議室 

 

（閉会） 

＜野澤職務代理＞ 

今日はいろんなもの盛りだくさんの審議があり、ありがとうございました。 

地域計画についてはそういうことで、さらに意見をいただきながら進めています。 

今日は慎重審議ありがとうございました。 

 

 この議事録は、事務局が作成したものであるが、内容が正確であることを証するため、

これに記名押印する。 

 

 

令和   年   月   日  

 

  会      長                 印  

 

議事録署名人                 印  

 

議事録署名人                 印  

 


